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マウス、BB ラット、LETL ラット、KDP ラット）、
2 型モデル（GK ラット、OLETF ラット、Zucker 
fatty ラット、Wistar fatty ラット、Dahl ラット、





























































































約 0.3％である。つまり、1,000 個 DNA を注入した







では KO ウサギはどうかというと、ウサギの ES
細胞が確立していないため、KO ウサギを作成す
ることは不可能である。2008 年にラットの ES 細













































■ 　 森 本 　 正 敏
うころに、新しい技術が報告された。それが、ゲ
ノム編集技術である。1996 年に ZFN（zinc-finger 
nuclease）法、2010 年に TALEN（transcripution 
activator-like effector nuclease） 法、2012 年 に
CRISPR/Cas9（clusterd regularly interspaced 
short palindromic repeats / CRISPR-associated 
genes9）法が報告された。これらは、人工制限酵
素を用いて任意のゲノム配列を置換、挿入、削除
することが可能である。
KO 動物は遺伝子のなかに薬剤耐性遺伝子を挿
入して、遺伝子の機能を止める方法であるが、ゲノ
ム編集は、傷ついた DNA は自ら修復するという性
質を利用しており、複数の遺伝子の機能を止めるこ
とも可能である。欠損遺伝子を挿入することも可能
である。この技術は臨床応用されるようでもある。
ヒトに近いサルを研究に用いるためには倫理的な
問題、非常に高価なため研究費の問題、輸入に頼
るため輸送や検疫の問題があり、ハードルが高かっ
た。しかし、マカク属と同類（真猿類）のコモンマー
モセットは小型で繁殖が容易であるという利点を
生かし、コモンマーモセットのゲノム編集による疾
患モデル動物の作成が進んでいる（http://www.
amed.go.jp/news/release_20160701.html　参照）。
今後、医薬品の開発に大きく貢献すると思われる。
また iPS 細胞とゲノム編集を組み合わせて、臨床応
用することが山中伸弥教授からも公表されている。
ゲノム編集は既に米国において AIDS 治療のため
臨床応用されている。この技術がこれからの主流に
なりそうである。
最新のマウス、ラット、サルの情報については、
文部科学省が実施している、ナショナルバイオリ
ソースプロジェクト（http://www.nbrp.jp/）を参
照されたい。
最新の話題については、次回に紹介する。
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